出前福祉体験講座 申込書

　　　年　　　月　　　日

（宛先）
社会福祉法人
大阪狭山市社会福祉協議会会長　様

申込団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　　印　　

担当者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当者連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出前福祉体験講座の申込について

別紙要項に基づき、企画書を添付のうえ下記のとおり申込いたします。
記
	日　　程
※○月上旬、○月第○週などの記入も可能
	第１希望
	　　　　　　年　　　月　　　日（　　　曜日）

	
	
	午前・午後　　時　　分　～　午前・午後　　時　　分

	
	第２希望
	　　　　　　年　　　月　　　日（　　　曜日）

	
	
	午前・午後　　時　　分　～　午前・午後　　時　　分

	場　　所
	

	参加対象
	
	人　数
	人

	体験内容
	別紙出前福祉体験講座プログラム一覧表より希望プログラムの番号と内容をご記入ください。
（プログラム番号）
（プログラム名）

	借用物品
	（備品名）　　　　　　　　　　　　　　（数量）

	備　　考
	


　　※日程・内容については社協・講師と調整の上、決定となります。
出前福祉体験講座　企画書

※その他、既存の様式で企画を立てたものがありましたら、そちらをご提出いただいて結構です。
その場合は、下記の項目を組み入れていただきますようお願いいたします。
	団体名
	　　　

	目　　的
	テーマ（　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	事前の
取り組みや学習

（※あれば記入）
	

	スケジュール


	日 程
	活動内容
	準備物

	
	
	
	

	講座修了後の
取り組み・展開
	


出前福祉体験講座　企画書　記入例
※その他、既存の様式で企画を立てたものがありましたら、そちらをご提出いただいて結構です。
その場合は、下記の項目を組み入れていただきますようお願いいたします。
	団体名
	　　　○○○小学校

	目　　的
	テーマ（　心のバリアフリーを考えよう　　　）
総合学習の１つとして、子どもたちが教科書やＤＶＤを「見るだけ、聴くだけ」の学習ではなく、障がいを肌で体験し、「共に生きること、支え合うことを心で感じる」学習を実施したい。

・講話を聴き、車いす使用者の生活を知り、障がいに対する理解を深め、障がいを身近な問題として捉えてもらう。

・車いすに実際に乗る、友達を乗せてその介助体験をすることにより、様々な立場の方の気持ちになって考え、どのような配慮が必要かを考える。

・自身でどのようなお手伝いが出来るか、バリアフリーが大切かを考える

	事前の
取り組みや学習

（※あれば記入）
	・調べ物学習による車いすについての資料集め
・家族（祖母・祖父）や近所の高齢者へインタビュー

	スケジュール


	日 程
	活動内容
	準備物

	
	１０：００

１０：２０

１０：３０

１１：１５

１１：３０
	開会

 講話（２０分）

 質問コーナー（１０分）

 車いす体験（４５分）

 感想発表（１５分）

 閉会


	ホワイトボード

車いす１５台

パイロン１０個
マット５枚



	講座修了後の
取り組み・展開
	・今回のお話を聴いたことや体験したことを振り返りワークシートを書く。

・自分達に何がお手伝い出来るかを考える時間をもつ、話し合った結果を発表しあう。
・校舎内や学校周辺を歩いて、どのような場面が大変か考える。
・バリアフリーマップを各斑で作成する。
・より長い時間体験をしてみる（各斑１名が１日車いすで学校生活を送り、必要なお手伝いを行う等）。



